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は
じ
め
に

開
皇
二
十
年
（
六
〇
〇
）
十
月
、
隋
の
文
帝
は
、
長
男
の
皇
太
子
楊
勇
を
廃
嫡
し
、
勇
と
そ
の
子
ら
を
庶
人
と
し
た
。
そ
し
て
翌
十
一

月
、
次
男
の
晋
王
楊
広
、
即
ち
後
の
煬
帝
が
皇
太
子
に
立
て
ら
れ
た
。
ま
た
そ
の
間
に
、
過
去
に
高
熲
・
元
旻
の
助
命
嘆
願
に
よ
り
死
罪

を
免
れ
た
こ
と
の
あ
っ
た
史
万
歳
が
楊
勇
派
の
人
物
と
し
て
楊
素
に
誣
告
さ
れ
て
殺
さ
れ
、
廃
太
子
に
つ
い
て
諫
言
し
た
元
旻
が
文
帝
と
太

子
の
間
を
離
間
し
た
と
さ
れ
斬
刑
に
処
さ
れ
る
な
ど
、
楊
勇
に
近
し
い
者
へ
の
処
罰
も
な
さ
れ
た
。

こ
の
開
皇
二
十
年
の
皇
太
子
交
代
劇
―
以
後
「
開
皇
の
政
変
」
と
呼
ぶ
―
は
、
そ
の
前
年
の
高
熲
の
失
脚
と
共
に
、
文
帝
期
に
お

け
る
重
大
な
政
治
的
事
件
で
あ
り
、
文
帝
・
煬
帝
の
歴
史
的
評
価
に
つ
い
て
述
べ
る
際
や
、
文
帝
と
高
熲
の
関
係
を
考
え
る
上
で
の
材
料

と
さ
れ
て
き
た
。
ま
た
、
氣
賀
澤
保
規
氏
は
、
同
年
の
三
階
教
の
禁
圧
、
及
び
三
階
教
以
外
の
仏
教
を
重
要
視
し
た
こ
と
が
、
こ
の
政
変
と

一
連
の
流
れ
に
あ
る
政
策
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
、
そ
れ
は
関
中
中
心
主
義
の
継
承
発
展
を
も
と
め
る
楊
勇
・
高
熲
の
路
線
か
ら
、
江
南

を
ふ
く
め
た
広
い
基
盤
の
上
に
権
力
の
構
築
を
も
と
め
、
東
ア
ジ
ア
政
策
の
積
極
的
展
開
を
視
野
に
入
れ
る
楊
広
・
楊
素
の
路
線
へ
の
転

換
で
あ
る
と
論
じ
、
従
来
は
煬
帝
即
位
以
後
の
こ
と
と
さ
れ
て
き
た
そ
の
転
換
が
、
文
帝
の
政
策
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。

こ
の
よ
う
に
、
隋
代
の
政
治
史
を
語
る
上
で
重
視
さ
れ
て
き
た
開
皇
の
政
変
と
高
熲
の
失
脚
で
あ
る
が
、
通
説
的
理
解
で
は
、『
隋
書
』

巻
三
十
六　

独
孤
皇
后
伝
な
ど
に
記
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
文
帝
皇
后
の
独
孤
氏
が
、
高
熲
と
楊
勇
を
嫌
う
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
に
端
を

発
し
、
文
帝
が
そ
の
影
響
を
受
け
、
皇
太
子
の
後
ろ
盾
と
な
っ
て
い
た
高
熲
を
失
脚
さ
せ
、
更
に
楊
広
が
皇
帝
・
皇
后
夫
妻
に
取
り
入
り
、

（
1
）

（
2
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（
3
）

（
4
）

（
5
）

礼
制
か
ら
考
え
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隋
の
皇
太
子
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楊
素
と
と
も
に
陰
謀
を
企
て
た
こ
と
で
、
楊
勇
廃
太
子
と
自
ら
の
立
太
子
を
実
現
さ
せ
た
と
説
明
さ
れ
て
き
た
。

し
か
し
『
隋
書
』
に
は
、
そ
れ
以
外
に
、
皇
太
子
に
関
わ
る
儀
礼
を
巡
っ
て
、
文
帝
と
皇
太
子
楊
勇
の
間
に
亀
裂
が
生
じ
た
と
の
記
事

も
存
す
る
。

『
隋
書
』
巻
四
十
五　

文
四
子
伝

　



其
後
経
冬
至
、
百
官
朝
勇
。
勇
張
楽
受
賀
。
高
祖
知
之
、
問
朝
臣
曰
、「
近
聞
至
節
、
内
外
百
官
、
相
率
朝
東
宮
。
是
何
礼
也
。」
太

常
少
卿
辛
亶
対
曰
「
於
東
宮
是
賀
、
不
得
言
朝
。」
高
祖
曰
「
改
節
称
賀
、
正
可
三
数
十
人
、
遂
情
各
去
。
何
因
有
司
徴
召
、
一
次
普

集
、
太
子
法
服
設
楽
以
待
之
。
東
宮
如
此
、
殊
乖
礼
制
。」
於
是
下
詔
曰
「
礼
有
等
差
、
君
臣
不
雑
。
爰
自
近
代
、
聖
教
漸
虧
、
俯
仰

遂
情
、
因
循
成
俗
。
皇
太
子
雖
居
上
嗣
、
義
兼
臣
子
、
而
諸
方
岳
牧
、
正
冬
朝
賀
、
任
土
作
貢
、
別
上
東
宮
。
事
非
典
則
。
宜
悉
停

断
。」
自
此
恩
寵
始
衰
、
漸
生
疑
阻
。

冬
至
に
皇
太
子
楊
勇
が
群
臣
か
ら
賀
、
即
ち
慶
び
の
こ
と
ば
を
受
け
、
貢
納
物
を
献
上
さ
れ
る
と
い
っ
た
儀
礼
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
を

知
っ
た
文
帝
が
、
皇
太
子
は
皇
帝
の
後
継
者
で
あ
る
と
は
い
っ
て
も
、
そ
の
本
分
は
臣
下
も
兼
ね
て
い
る
の
で
あ
り
、
そ
の
様
な
儀
礼
を

行
う
こ
と
は
、
典
則
、
即
ち
守
る
べ
き
模
範
と
な
る
規
則
で
は
な
い
と
し
て
悉
く
禁
断
し
た
。
そ
し
て
、
こ
の
で
き
ご
と
に
よ
っ
て
、
文

帝
の
楊
勇
に
対
す
る
恩
寵
が
衰
え
、
更
に
文
帝
が
楊
勇
に
疑
い
を
覚
え
る
よ
う
に
な
っ
た
、
と
記
さ
れ
て
い
る
。

で
は
何
故
、
皇
太
子
が
冬
至
に
百
官
か
ら
賀
を
受
け
る
こ
と
が
、
そ
れ
程
ま
で
に
文
帝
の
不
興
を
買
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
本
稿
で
は

こ
の
疑
問
を
出
発
点
と
し
、
隋
代
、
そ
し
て
そ
の
前
後
の
王
朝
に
お
け
る
皇
太
子
の
受
賀
、
そ
し
て
そ
れ
以
外
の
皇
太
子
に
関
わ
る
礼
制

の
あ
り
方
に
つ
い
て
も
考
察
を
加
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
隋
代
の
皇
太
子
の
特
徴
の
一
端
を
明
ら
か
に
し
て
い
き
た
い
。

一
、
皇
太
子
受
賀

そ
も
そ
も
、
皇
太
子
が
賀
を
受
け
る
と
は
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
儀
礼
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
を
示
す
隋
代
の
史
料
は
残
存
し
て

い
な
い
が
、
次
代
の
唐
に
つ
い
て
は
、『
大
唐
開
元
礼
』
巻
百
十
二
「
皇
太
子
元
正
冬
至
受
群
臣
賀
」
及
び
巻
百
十
三
「
皇
太
子
元
正
冬
至

受
宮
臣
朝
賀
」
に
、
元
日
・
冬
至
に
皇
太
子
が
群
臣
か
ら
賀
、
宮
臣
か
ら
朝
賀
を
受
け
る
儀
礼
の
次
第
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
記
述

（
6
）

（
7
）

（
8
）

（
9
）
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に
よ
り
、
参
列
者
の
参
入
以
降
の
儀
礼
の
様
相
を
復
元
す
る
と
、
群
臣
か
ら
の
賀
を
受
け
る
儀
礼
の
次
第
は
、

　

ⅰ　

四
品
以
下
の
群
臣
、
通
事
舎
人
に
率
い
ら
れ
て
参
入
、
位
（
東
西
面
）
に
就
く
。

　

ⅱ　

皇
太
子
、
西
向
き
に
着
座
す
る
。

　

ⅲ　

三
品
以
上
の
群
臣
、
通
事
舎
人
に
率
い
ら
れ
て
参
入
、
殿
上
の
位
（
南
北
面
）
に
就
く
。

　

ⅳ　

皇
太
子
、
座
の
後
ろ
に
降
り
立
つ
。

　
ⅴ　

群
臣
、
再
拝
す
る
。

　

ⅵ　

群
臣
の
首
た
る
者
、
通
事
舎
人
に
率
い
ら
れ
、
皇
太
子
の
前
に
東
面
し
立
っ
て
賀
を
称
す
。

　

ⅶ　

皇
太
子
、
再
拝
す
る
。

　

ⅷ　

皇
太
子
、
左
庶
子
を
通
じ
て
宣
令
す
る
。

　

ⅸ　

群
臣
、
再
拝
す
る
。

　
ⅹ　

皇
太
子
、
坐
す
る
。

　

ⅺ　

群
臣
、
座
に
就
く
。

と
な
る
。
一
方
、
宮
臣
か
ら
朝
賀
を
受
け
る
儀
礼
の
次
第
は
、

　

ⅰ　

六
品
以
下
の
宮
臣
、
通
事
舎
人
に
率
い
ら
れ
て
参
入
、
位
（
北
面
）
に
就
く
。

　

ⅱ　

皇
太
子
、
西
向
き
に
着
座
す
る
。

　

ⅲ　

五
品
以
上
の
宮
臣
、
通
事
舎
人
に
率
い
ら
れ
て
参
入
、
位
（
北
面
）
に
就
く
。

　

ⅳ　

宮
臣
、
再
拝
す
る
。

　
ⅴ　

宮
臣
の
首
た
る
者
、
通
事
舎
人
に
率
い
ら
れ
、
皇
太
子
の
前
に
東
面
し
跪
き
賀
を
称
す
。

　

ⅵ　

皇
太
子
、
左
庶
子
を
通
じ
て
宣
令
す
る
。

　

ⅶ　

宮
臣
、
三
回
再
拝
す
る
。

　

ⅷ　

左
庶
子
、
儀
礼
の
終
了
を
言
う
。

　

ⅸ　

宮
臣
、
通
事
舎
人
に
率
い
ら
れ
退
出
。
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ⅹ　

皇
太
子
、
座
を
降
り
て
入
る
。

と
復
元
さ
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
皇
太
子
受
賀
と
は
、
皇
太
子
に
対
し
群
臣
・
宮
臣
が
賀
を
称
し
、
皇
太
子
が
令
を
宣
す
る
こ
と
が
中
心
と
な
る
儀
礼
で

あ
る
。
そ
し
て
、
群
臣
か
ら
と
宮
臣
か
ら
の
受
賀
儀
礼
を
比
較
す
る
と
、
第
一
に
儀
礼
名
が
群
臣
か
ら
は
「
受
賀
」
で
あ
る
の
に
対
し
、

宮
臣
か
ら
は
「
受
朝
賀
」
で
あ
る
こ
と
、
第
二
に
群
臣
が
東
西
面
・
南
北
面
で
あ
る
の
に
対
し
、
宮
臣
は
北
面
す
る
こ
と
、
第
三
に
群
臣
の

首
た
る
者
は
立
っ
て
賀
を
称
し
、
皇
太
子
は
そ
れ
を
立
っ
て
受
け
る
一
方
で
、
宮
臣
の
首
た
る
者
は
跪
い
て
賀
を
称
し
、
皇
太
子
は
坐
し

た
ま
ま
そ
れ
を
受
け
る
こ
と
、
の
三
点
の
違
い
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

儀
礼
が
国
家
の
秩
序
を
可
視
的
に
表
現
す
る
場
で
あ
り
、
儀
礼
に
お
け
る
参
列
者
の
行
動
や
座
の
位
置
・
向
き
な
ど
を
整
理
す
る
こ
と

で
、
儀
礼
が
表
現
す
る
国
家
の
秩
序
を
解
き
明
か
す
こ
と
が
で
き
る
こ
と
は
既
に
定
説
と
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
皇
太
子
受
賀
儀
礼
に
つ

い
て
も
、
そ
の
唐
と
日
本
の
儀
礼
の
あ
り
方
を
比
較
し
、
唐
日
の
皇
太
子
制
の
差
異
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
藤
森
健
太
郎
氏
の
論
考
が
あ
る
。

そ
こ
で
、
こ
れ
ら
の
先
学
を
参
考
に
し
な
が
ら
、
二
つ
の
皇
太
子
受
賀
儀
礼
を
比
較
検
討
す
る
こ
と
で
、
両
儀
礼
に
表
現
さ
れ
る
秩
序
、
即

ち
皇
太
子
と
群
臣
・
宮
臣
の
関
係
を
明
ら
か
に
し
た
い
。

ま
ず
「
賀
」
と
「
朝
賀
」
の
違
い
に
つ
い
て
だ
が
、
皇
太
子
受
賀
儀
礼
に
類
似
す
る
元
日
・
冬
至
に
皇
帝
が
皇
太
子
以
下
百
官
の
拝
賀

を
受
け
る
儀
礼
が
、「
朝
賀
」
儀
礼
と
呼
ば
れ
る
こ
と
か
ら
も
分
か
る
よ
う
に
、「
朝
賀
」
は
君
臣
関
係
を
表
す
儀
礼
を
指
す
語
で
あ
る
。

藤
森
氏
は
、
群
臣
か
ら
受
け
る
の
が
「
賀
」
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
群
臣
は
皇
帝
の
臣
で
あ
っ
て
、
皇
太
子
と
は
君
臣
関
係
に
な
い
と
述
べ

る
。
こ
れ
を
参
考
に
す
る
と
、
皇
太
子
が
宮
臣
の
「
朝
賀
」
を
受
け
る
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
皇
太
子
と
宮
臣
の
間
に
君
臣
関
係
が
あ

る
と
さ
れ
て
い
た
こ
と
示
し
て
い
る
。

次
に
皇
太
子
と
群
臣
・
宮
臣
の
向
く
方
向
に
つ
い
て
考
え
た
い
。
皇
帝
と
群
臣
の
間
の
朝
賀
儀
礼
で
は
、
皇
帝
は
南
面
し
、
群
臣
は
北

面
す
る
。
こ
れ
は
、『
周
易
』
な
ど
に
由
来
す
る
君
主
南
面
・
臣
下
北
面
の
原
則
に
基
づ
く
も
の
で
あ
ろ
う
。
皇
太
子
受
賀
儀
礼
に
お
い

て
、
群
臣
が
北
面
せ
ず
、
宮
臣
が
北
面
す
る
こ
と
は
、
先
ほ
ど
の
「
賀
」
と
「
朝
賀
」
の
違
い
と
同
様
に
、
群
臣
は
皇
太
子
の
臣
で
は
な

い
が
、
宮
臣
は
皇
太
子
の
臣
で
あ
る
こ
と
を
表
現
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
群
臣
・
宮
臣
の
い
ず
れ
の
儀
礼
に
お
い
て
も
皇
太

子
は
西
面
す
る
と
さ
れ
て
お
り
、
臣
下
で
あ
る
宮
臣
に
対
し
て
も
南
面
す
る
べ
き
で
は
な
い
と
さ
れ
て
い
た
こ
と
も
注
目
さ
れ
る
。
こ
の

（
10
）

（
11
）

（
12
）

（
13
）

（
14
）
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こ
と
は
、
臣
下
に
対
し
て
南
面
す
る
皇
帝
と
皇
太
子
と
の
間
の
、
身
分
的
な
格
差
を
表
現
し
て
い
る
と
言
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。

三
点
目
の
、
群
臣
の
賀
を
受
け
る
際
に
皇
太
子
が
立
つ
か
否
か
、
群
臣
・
宮
臣
の
首
た
る
者
が
賀
を
称
す
る
際
に
跪
く
か
否
か
に
つ
い

て
で
あ
る
が
、
藤
森
氏
が
述
べ
る
よ
う
に
、
皇
太
子
が
立
つ
の
は
、
参
加
者
の
中
で
も
三
品
以
上
の
「
公
」
と
呼
ば
れ
る
身
分
の
者
に
敬

意
を
払
う
た
め
で
あ
ろ
う
。
先
ほ
ど
か
ら
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
皇
太
子
と
群
臣
の
間
に
は
君
臣
関
係
が
な
い
。
そ
の
た
め
、
皇
太
子
は

身
分
秩
序
に
お
い
て
自
分
よ
り
下
位
に
あ
る
群
臣
に
対
し
て
も
、
そ
の
中
の
高
位
の
者
に
は
敬
意
を
表
す
必
要
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
ま

た
、
宮
臣
か
ら
の
賀
を
受
け
る
際
に
皇
太
子
が
立
た
な
い
こ
と
は
、
宮
臣
が
皇
太
子
の
臣
で
あ
り
、
皇
太
子
が
宮
臣
に
敬
意
を
払
う
必
要

が
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

そ
し
て
、
賀
を
称
す
る
者
が
跪
く
か
否
か
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
元
日
・
冬
至
の
皇
帝
へ
の
朝
賀
儀
礼
に
お
い
て
、
賀
を
称
す
る
者
が

跪
い
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
も
賀
を
称
す
る
者
と
受
け
る
者
の
君
臣
関
係
の
有
無
を
表
現
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
群
臣
は
皇
太
子
の
臣

で
は
な
い
の
で
跪
く
必
要
が
な
い
の
で
あ
り
、
皇
太
子
の
臣
で
あ
る
宮
臣
は
、
跪
い
て
賀
を
称
す
る
と
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

藤
森
氏
は
こ
れ
以
外
に
も
、
皇
太
子
へ
の
賀
・
朝
賀
と
皇
帝
へ
の
朝
賀
の
違
い
と
し
て
、
賀
の
文
言
の
中
で
皇
帝
に
は
「
某
官
臣
某
」

と
自
称
す
る
が
、
皇
太
子
に
は
自
称
し
な
い
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
後
に
「
三
、　

宮
臣
か
ら
の
「
称
臣
」」
に
て
考

察
し
た
い
。

こ
こ
ま
で
の
考
察
の
結
果
は
、
次
の
よ
う
に
要
約
す
る
こ
と
が
で
き
る
。『
大
唐
開
元
礼
』
に
載
る
「
皇
太
子
元
正
冬
至
受
群
臣
賀
」
と

「
皇
太
子
元
正
冬
至
受
宮
臣
朝
賀
」
は
、
群
臣
と
宮
臣
が
元
日
・
冬
至
に
皇
太
子
に
賀
を
称
す
る
儀
礼
で
あ
る
が
、
前
者
で
は
群
臣
と
皇
太

子
の
間
に
君
臣
関
係
が
な
い
こ
と
が
、
後
者
で
は
宮
臣
と
皇
太
子
の
間
に
君
臣
関
係
が
あ
る
こ
と
が
表
現
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
、
い
ず
れ

の
儀
礼
に
お
い
て
も
皇
太
子
は
西
面
す
る
と
さ
れ
て
お
り
、
南
面
し
て
群
臣
の
朝
賀
を
受
け
る
皇
帝
と
区
別
さ
れ
、
皇
太
子
と
皇
帝
の
間

に
身
分
的
な
格
差
が
存
す
る
こ
と
が
表
現
さ
れ
て
い
た
。

こ
の
よ
う
な
唐
代
の
皇
太
子
受
賀
と
比
較
す
る
と
、
隋
の
皇
太
子
楊
勇
が
行
な
っ
て
い
た
「
南
面
し
て
群
臣
か
ら
賀
を
受
け
る
」
と
い

う
行
為
は
、「
南
面
」
が
問
題
と
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。「
南
面
」
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
群
臣
を
自
ら
の
臣
と
み
な
す
こ
と
に
な
り
、

そ
の
点
に
お
い
て
皇
太
子
と
皇
帝
の
差
が
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。
で
は
何
故
、
楊
勇
は
こ
の
よ
う
な
唐
代
の
制
と
比
べ
、
よ
り
皇
太
子
の

権
威
を
高
い
も
の
と
し
て
表
現
す
る
受
賀
の
儀
礼
を
行
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
を
示
す
史
料
が
、『
隋
書
』
巻
九　

礼
儀
四
に
載

（
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る
。

　


後
周
制
、
正
之
二
日
、
皇
太
子
南
面
、
列
軒
懸
、
宮
官
朝
賀
。
及
開
皇
初
、
皇
太
子
勇
準
故
事
張
楽
受
朝
。
宮
官
及
京
官
、
北
面
称

慶
。
高
祖
誚
之
、
是
後
定
儀
注
。
西
面
而
坐
、
唯
宮
官
称
慶
、
台
官
不
復
総
集
。

こ
の
記
事
に
よ
っ
て
、
楊
勇
は
、
隋
の
簒
奪
に
よ
っ
て
滅
亡
し
た
北
周
に
お
い
て
、
皇
太
子
が
南
面
し
て
宮
臣
か
ら
の
朝
賀
を
受
け
て
い

た
故
事
を
参
考
に
し
て
、
開
皇
年
間
の
初
め
に
宮
臣
の
み
な
ら
ず
京
師
の
地
に
在
勤
す
る
群
臣
か
ら
も
、
南
面
し
て
賀
を
受
け
た
こ
と
が

分
か
る
。
ま
た
そ
の
際
に
、
宮
臣
・
群
臣
が
北
面
し
て
い
た
こ
と
も
記
さ
れ
て
い
る
。

先
ほ
ど
論
じ
た
よ
う
に
、「
朝
賀
」
と
は
、
君
臣
関
係
を
表
現
す
る
儀
礼
で
あ
っ
た
。
皇
太
子
楊
勇
は
、
北
周
に
お
い
て
南
面
す
る
皇
太

子
と
北
面
す
る
宮
臣
の
君
臣
関
係
が
表
現
さ
れ
て
い
た
朝
賀
儀
礼
を
元
に
、
宮
臣
の
み
な
ら
ず
群
臣
か
ら
も
賀
を
受
け
る
儀
礼
を
創
出
す

る
こ
と
で
、
皇
帝
と
同
様
、
群
臣
を
自
ら
の
臣
と
位
置
付
け
た
の
で
あ
る
。
先
に
見
た
よ
う
に
、
文
帝
は
こ
の
儀
礼
が
開
催
さ
れ
た
後
に
、

そ
の
内
容
を
知
っ
て
責
め
て
い
る
こ
と
か
ら
、
楊
勇
は
文
帝
の
事
前
の
許
可
な
く
、
こ
の
様
な
儀
礼
を
開
催
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の

儀
礼
の
実
施
を
企
図
し
た
の
が
、
楊
勇
自
身
で
あ
る
の
か
、
は
た
ま
た
別
の
人
物
の
助
言
に
よ
る
も
の
で
あ
る
の
か
は
不
明
で
あ
る
。
し

か
し
、
文
帝
が
こ
れ
を
以
て
、
皇
太
子
に
よ
る
自
己
の
権
威
の
強
大
化
で
あ
り
、
皇
帝
の
権
威
へ
の
挑
戦
と
見
做
し
た
と
し
て
も
不
思
議

は
な
い
。

ま
た
、
文
帝
は
隋
の
礼
制
を
確
立
す
る
上
で
、
北
斉
の
制
を
継
受
し
よ
う
と
し
て
お
り
、
北
周
の
故
事
に
準
じ
る
こ
と
を
自
体
が
問
題
に

な
っ
た
可
能
性
も
あ
る
。

そ
こ
で
北
斉
の
制
を
調
べ
て
み
る
と
、『
隋
書
』
巻
九　

礼
儀
四
に
、
北
斉
の
天
保
元
年
（
五
五
〇
）
の
冬
会
、
即
ち
冬
至
に
行
わ
れ
る

儀
礼
に
お
い
て
、
皇
帝
に
代
わ
っ
て
国
事
を
監
督
す
る
監
国
中
で
あ
っ
た
皇
太
子
の
座
の
向
き
に
つ
い
て
、
群
議
に
よ
っ
て
東
面
す
る
と

さ
れ
た
例
が
見
ら
れ
る
。
ま
た
同
史
料
に
は
、
翌
天
保
二
年
の
冬
会
の
例
も
載
り
、
そ
こ
で
は
、
当
初
は
前
年
と
同
じ
く
皇
太
子
は
東
面

す
る
と
さ
れ
た
が
、
吏
部
郎
の
陸
卬
か
ら
非
礼
に
あ
た
る
の
で
は
な
い
か
と
疑
義
が
出
さ
れ
、
西
面
す
る
べ
き
と
の
魏
収
と
東
面
す
べ
き

と
の
邢
子
才
が
、
そ
れ
ぞ
れ
典
拠
を
引
い
て
自
説
を
述
べ
、
最
終
的
に
は
前
年
の
東
面
を
皇
太
子
監
国
時
に
お
け
る
異
例
と
し
て
、
皇
太

子
は
西
面
す
る
と
い
う
こ
と
で
決
着
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
邢
子
才
が
自
説
を
展
開
す
る
議
の
中
で

　

礼
者
皆
東
宮
臣
属
、
公
卿
接
宴
、
観
礼
而
已
。

（
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）
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と
述
べ
て
お
り
、
北
斉
の
冬
会
で
は
、
皇
太
子
に
敬
意
を
表
す
る
儀
礼
を
行
う
の
は
宮
臣
の
み
で
、
そ
れ
以
外
の
群
臣
た
ち
は
宴
会
に
参

加
し
、
皇
太
子
・
宮
臣
間
の
儀
礼
を
見
学
す
る
の
み
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
北
斉
に
お
い
て
は
、
群
臣
に
よ
る
皇

太
子
へ
の
賀
を
称
す
る
儀
礼
は
存
在
し
な
か
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
北
斉
で
は
皇
太
子
は
西
面
し
て
宮
臣
か
ら
の
賀
を
受
け
る
こ
と
が
通
常
の
礼
と
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
、
南
面
し

て
そ
れ
を
受
け
る
北
周
と
比
べ
、
皇
太
子
の
権
威
が
低
い
も
の
と
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。
こ
の
様
な
北
斉
の
制
を
継
受
し
よ

う
と
し
て
い
た
文
帝
に
と
っ
て
、
皇
太
子
と
群
臣
が
君
臣
関
係
に
あ
る
こ
と
を
表
現
し
、
北
周
の
制
よ
り
も
更
に
皇
太
子
の
権
威
を
高
め

ん
と
す
る
皇
太
子
受
賀
儀
礼
の
開
催
は
、
到
底
容
認
で
き
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
た
め
、
そ
の
開
催
を
知
る
や
す

ぐ
に
禁
止
し
、
北
斉
の
制
と
同
様
、
皇
太
子
は
西
面
し
て
宮
臣
の
み
か
ら
賀
を
受
け
る
べ
き
で
あ
る
と
し
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
更
に
、

こ
れ
以
後
、
皇
太
子
に
対
し
て
不
信
感
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

二
、
皇
太
子
の
章
服

文
帝
は
猜
疑
心
が
非
常
に
強
い
人
物
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
兄
の
よ
う
に
父
か
ら
疑
わ
れ
る
こ
と
を
恐
れ
た
新
皇
太
子
の
楊

広
が
、
そ
れ
を
避
け
る
た
め
に
立
太
子
し
た
後
に
真
っ
先
に
行
っ
た
こ
と
は
、
礼
制
上
の
皇
太
子
の
権
威
を
下
げ
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ

の
こ
と
か
ら
、
こ
の
時
代
に
お
い
て
、
楊
勇
が
廃
太
子
さ
れ
た
原
因
の
大
き
な
も
の
と
し
て
、
礼
制
上
皇
太
子
の
権
威
を
上
昇
さ
せ
よ
う

と
し
た
こ
と
が
あ
る
と
理
解
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
知
れ
る
。
で
は
、
楊
広
は
一
体
ど
の
よ
う
な
方
法
に
よ
り
、
自
己
の
権
威
を
低
下
さ
せ
、

文
帝
の
信
頼
を
得
よ
う
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

開
皇
の
政
変
に
関
す
る
最
も
基
本
的
な
史
料
で
あ
る
『
隋
書
』
巻
二
高
祖
紀
下
の
開
皇
二
〇
年
（
六
〇
〇
）
十
月
己
未
条
か
ら
十
二
月

戊
午
条
に
は
、

　

冬
十
月
己
未
。
太
白
昼
見
。

　

乙
丑
。
皇
太
子
勇
及
諸
子
並
廃
為
庶
人
。
殺
柱
国
・
太
平
県
公
史
万
歳
。

　

己
巳
。
殺
左
衛
大
将
軍
・
五
原
郡
公
元
旻
。

（
17
）
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十
一
月
戊
子
。
天
下
地
震
、
京
師
大
風
雪
。
以
晋
王
広
為
皇
太
子
。

　

十
二
月
戊
午
。
詔
。
東
宮
官
属
、
不
得
称
臣
於
皇
太
子
。

と
、
楊
勇
廃
太
子
と
楊
広
立
太
子
の
一
連
の
流
れ
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
こ
で
注
目
し
た
い
の
は
十
二
月
戊
午
条
で
あ
る
。
十
一
月
戊

子
に
楊
広
が
皇
太
子
に
立
て
ら
れ
た
翌
月
の
戊
午
、
宮
臣
が
皇
太
子
に
対
し
て
「
臣
」
と
称
す
る
こ
と
が
禁
じ
ら
れ
て
い
る
。

こ
れ
と
同
じ
事
に
つ
い
て
書
か
れ
た
記
事
が
、『
隋
書
』
巻
九　

礼
儀
四
に
も
存
す
る
。

　

煬
帝
之
為
太
子
、
奏
降
章
服
、
宮
官
請
不
称
臣
。
詔
許
之
。

楊
広
は
皇
太
子
に
な
る
と
、
奏
し
て
、
皇
太
子
の
章
服
を
降
し
、
宮
臣
が
皇
太
子
に
対
し
て
「
称
臣
」
し
な
い
こ
と
を
請
い
、
文
帝
に
よ
っ

て
許
可
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
で
は
、
章
服
を
降
し
、
宮
臣
が
皇
太
子
に
対
し
て
「
称
臣
」
し
な
い
と
は
、
ど
の
よ
う
な
意
味
を
も
つ
こ
と

な
の
で
あ
ろ
う
か
。

ま
ず
は
、「
降
章
服
」
に
つ
い
て
考
え
た
い
。
章
服
と
は
、
礼
制
上
服
す
る
べ
き
と
さ
れ
た
冠
・
上
衣
・
下
衣
・
帯
・
靴
・
装
飾
品
な
ど

を
一
式
と
す
る
装
束
の
こ
と
で
あ
る
。『
隋
書
』
巻
十
二　

礼
儀
七
に
は
、
隋
代
の
皇
太
子
の
章
服
に
六
等
級
あ
っ
た
こ
と
を
記
す
。
そ
し

て
そ
れ
は
、
祭
祀
へ
の
侍
従
・
謁
廟
・
元
服
・
納
妃
に
服
す
る
袞
服
を
着
て
冕
九
旒
を
冠
る
「
袞
冕
」
と
呼
ば
れ
る
装
束
、
謁
廟
の
還
・

元
日
・
朔
旦
入
朝
・
釈
奠
に
て
服
す
る
遠
遊
冠
を
冠
る
装
束
、
五
日
の
常
朝
に
て
服
す
る
遠
遊
三
梁
冠
を
冠
る
装
束
、
宮
の
聴
政
に
て
服

す
る
鹿
皮
弁
を
冠
る
装
束
、
田
狩
に
侍
従
す
る
際
に
服
す
る
平
巾
を
冠
る
装
束
、
宮
臣
の
挙
哀
・
弔
喪
に
て
服
す
る
白
帢
を
冠
る
装
束
で

あ
る
。

同
史
料
は
、
こ
の
内
の
最
も
格
式
の
高
い
袞
冕
に
つ
い
て
、
隋
初
に
お
い
て
は
、

　



袞
冕
九
旒
・
朱
組
纓
・
青
纊
珫
耳
・
犀
簪
導
。
紺
衣
、
纁
裳
、
去
日
月
星
辰
為
九
章
。
白
紗
内
単
、
黼
黻
領
、
青
褾
・
襈
・
裾
。
革

帯
、
金
鉤

、
大
帯
、
韍
二
章
、
玉
具
剣
。

と
い
っ
た
構
成
で
あ
っ
た
こ
と
を
記
す
。
ま
た
、
こ
の
装
束
の
そ
の
後
の
変
遷
に
つ
い
て
、
晋
の
咸
寧
四
年
（
二
七
八
）
の
故
事
に
よ
っ

て
紺
衣
を
玄
衣
に
改
め
た
こ
と
、
章
作
成
方
法
を
織
物
か
ら
刺
繍
に
改
め
た
こ
と
、
故
事
に
よ
っ
て
玉
具
剣
の
こ
じ
り
を
火
珠
か
ら
白
珠

に
改
め
た
こ
と
、
そ
し
て
、

　



開
皇
中
、
皇
太
子
冕
同
天
子
、
貫
白
珠
。
及
仁
寿
元
年
、
煬
帝
為
太
子
、
以
白
珠
太
逼
、
表
請
従
青
珠
。
於
是
太
子
袞
冕
、
与
三
公
・

（
18
）

（
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）
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王
等
、
皆
青
珠
九
旒
。
旒
短
不
及
髆
、
降
天
子
二
寸
。

即
ち
、
開
皇
年
間
、
皇
太
子
の
冕
は
皇
帝
の
そ
れ
と
同
じ
く
白
珠
の
旒
を
使
用
し
て
い
た
が
、
仁
寿
元
年
（
六
〇
一
）
に
煬
帝
が
皇
太
子

に
な
る
と
、
こ
れ
で
は
皇
帝
に
礼
が
近
過
ぎ
る
と
し
て
、
表
を
提
出
し
て
三
公
・
王
と
同
じ
く
青
珠
と
す
る
こ
と
を
望
み
、
そ
の
通
り
に
さ

れ
た
こ
と
と
、
旒
の
長
さ
に
つ
い
て
も
、
肩
甲
骨
に
達
し
な
い
、
皇
帝
よ
り
二
寸
短
い
も
の
と
さ
れ
た
こ
と
を
説
明
す
る
。

年
代
が
開
皇
二
十
年
と
仁
寿
元
年
、
皇
太
子
が
提
出
し
た
文
書
が
「
奏
」
と
「
表
」
と
、
い
く
つ
か
の
相
違
点
は
あ
る
も
の
の
、
こ
の

史
料
は
、
先
ほ
ど
見
た
『
隋
書
』
巻
九　

礼
儀
四
に
お
け
る
「
降
章
服
」
と
同
じ
こ
と
に
つ
い
て
、
そ
の
内
容
を
よ
り
詳
し
く
記
し
た
も

の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る

ま
た
、
同
史
料
で
は
、
王
・
国
公
・
開
国
公
が
初
め
て
の
受
冊
・
執
贄
・
入
朝
・
祭
・
親
迎
、
三
公
が
助
祭
の
際
に
服
す
る
袞
冕
に
つ

い
て
も
言
及
さ
れ
て
お
り
、
そ
こ
に
は

　

袞
冕
、
青
珠
九
旒
、
以
組
為
纓
、
色
如
其
綬
。
服
九
章
、
同
皇
太
子
。

と
あ
る
。
皇
太
子
の
冕
の
白
珠
を
青
珠
に
変
え
る
と
、
こ
の
王
・
国
公
・
開
国
公
・
三
公
の
袞
冕
と
全
く
同
じ
も
の
に
な
り
、
衣
服
に
よ
っ

て
表
現
さ
れ
る
両
者
の
身
分
秩
序
に
お
け
る
位
置
が
同
等
の
も
の
と
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

つ
ま
り
、
楊
広
が
請
う
て
文
帝
が
許
し
た
「
降
章
服
」
と
は
、
皇
太
子
の
冕
の
旒
を
白
珠
か
ら
青
珠
に
変
え
、
そ
の
長
さ
に
つ
い
て
も

短
く
す
る
こ
と
で
あ
り
、
そ
れ
は
服
制
が
表
現
す
る
身
分
秩
序
に
お
い
て
、
そ
れ
ま
で
は
皇
帝
と
王
・
三
公
ら
の
間
に
位
置
す
る
と
さ
れ

て
い
た
皇
太
子
の
地
位
を
、
皇
帝
か
ら
遠
ざ
け
、
王
・
三
公
ら
と
同
等
の
位
置
に
置
く
と
い
う
意
味
を
も
っ
た
礼
制
の
改
定
で
あ
っ
た
の

で
あ
る
。

で
は
、
こ
の
よ
う
な
皇
太
子
の
冕
の
あ
り
方
は
、
前
後
の
王
朝
の
服
制
と
比
較
す
る
と
、
ど
の
よ
う
に
評
価
で
き
る
も
の
な
の
で
あ
ろ

う
か
。
ま
ず
前
代
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、『
隋
書
』
巻
十
二　

礼
儀
七
に
「
於
是
定
令
、
採
用
東
斉
之
法
。」
と
あ
り
、
隋
の
服
制
が
北
斉

の
も
の
を
受
け
継
い
だ
制
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
よ
っ
て
、
北
斉
の
制
に
お
け
る
冕
の
九
旒
は
、
隋
初
と
同
じ
く
白
珠
で
皇
帝
と
同
じ

長
さ
で
あ
っ
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。
更
に
、『
隋
書
』
巻
十
一　

礼
儀
六
に
は
、
北
斉
の
前
身
に
あ
た
る
北
魏
の
服
制
が
紹
介
さ
れ
て
い

る
が
、
そ
こ
に
は
、
皇
帝
の
冕
は
、

　

乗
輿
、
平
冕
、
黒
介
幘
、
垂
白
珠
十
二
旒
、
飾
以
五
采
玉
、
以
組
為
纓
、
色
如
其
綬
、
黈
纊
、
玉
笄
。

（
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皇
太
子
の
冕
は
、

　

皇
太
子
、
平
冕
、
黒
介
幘
、
垂
白
珠
九
旒
、
飾
以
三
采
玉
、
以
組
為
纓
、
色
如
其
綬
。

諸
公
卿
の
冕
は
、

　

諸
公
卿
、
平
冕
、
黒
介
幘
、
青
珠
為
旒
、
上
公
九
・
三
公
八
・
諸
卿
六
、
以
組
為
纓
、
色
如
其
綬
。

と
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
皇
帝
・
皇
太
子
・
諸
公
卿
の
冕
の
旒
を
比
較
す
る
と
、
皇
帝
と
皇
太
子
は
白
珠
で
あ
る
こ

と
が
共
通
す
る
一
方
、
そ
の
数
に
よ
っ
て
身
分
の
違
い
が
表
現
さ
れ
、
皇
太
子
と
上
公
は
同
じ
九
旒
で
あ
る
が
、
そ
の
色
が
白
珠
と
青
珠

で
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
区
別
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
こ
の
北
魏
の
「
上
公
」
を
「
王
・
国
公
・
開
国
公
・
三
公
」
に
変
え
る
と
、

隋
初
の
服
制
と
同
様
の
内
容
に
な
り
、
隋
の
袞
冕
の
あ
り
方
は
北
魏
か
ら
北
斉
を
経
由
し
て
継
受
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
理
解
で
き

る
。次

に
隋
の
次
代
の
唐
に
つ
い
て
見
て
い
き
た
い
。
唐
代
の
皇
太
子
の
袞
冕
に
つ
い
て
は
、『
唐
令
拾
遺
』
に
、
武
徳
令
・
開
元
三
年
令
・

開
元
二
十
五
年
令
の
唐
衣
服
令
復
旧
18
条
と
し
て
、
そ
の
規
定
が
復
元
さ
れ
て
い
る
。

　



袞
冕
、
垂
白
珠
九
旒
。
以
組
為
纓
。
色
如
其
綬
。
靑
纊
充
耳
、
犀
簪
導
。
玄
衣
、
纁
裳
九
章
。
毎
章
一
行
、
重
以
為
等
、
毎
行
九
。

白
紗
中
単
、
黼
領
、
靑
褾
・
襈
・
裾
。
革
帯
、
金
鉤

大
帯
、
黻
、
玉
具
剣
、
玉
鏢
首
、
瑜
玉
双
佩
、
朱
組
双
大
綬
、
四
綵
赤
白
縹

紺
、
純
朱
質
、
長
一
丈
八
尺
、
三
百
三
十
首
、
広
九
寸
。
朱
韈
、
赤
舄
。
侍
從
祭
祀
、
及
謁
廟
・
加
元
服
・
納
妃
、
則
服
之
。

こ
の
条
文
は
、
唐
建
国
後
の
最
初
の
律
令
と
し
て
編
纂
さ
れ
武
徳
七
年
（
六
二
四
）
に
完
成
・
発
布
さ
れ
た
武
徳
令
、
そ
し
て
開
元
二
十

五
年
（
七
三
七
）
に
刪
輯
さ
れ
た
開
元
二
十
五
年
令
の
条
文
と
し
て
復
元
さ
れ
て
お
り
、
唐
建
国
当
初
か
ら
少
な
く
と
も
盛
唐
期
ま
で
の

皇
太
子
の
袞
冕
の
あ
り
方
を
規
定
し
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
し
て
、
そ
の
規
定
を
見
る
と
、
皇
太
子
の
冕
は
「
垂
白
珠
九
旒
」
と
あ
り
、
唐
で
は
、
隋
の
開
皇
末
年
も
し
く
は
仁
寿
初
年
に
定
め

ら
れ
た
旒
を
「
青
珠
」
に
改
め
る
制
を
受
け
継
が
ず
、
北
魏
か
ら
隋
初
に
至
る
ま
で
の
制
で
あ
っ
た
「
白
珠
九
旒
」
を
採
用
し
た
こ
と
が

分
か
る
。

ま
た
、
唐
代
の
皇
帝
と
上
級
官
人
の
袞
冕
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
『
唐
令
拾
遺
』
に
復
元
さ
れ
た
唐
衣
服
令
復
旧
2
条
と
唐
衣
服
令

復
旧
26
条
に
よ
っ
て
、
ど
の
よ
う
に
規
定
さ
れ
て
い
た
か
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
皇
帝
の
冕
は
「
白
珠
十
二
旒
」、
一

（
24
）

（
25
）



78慶應義塾中国文学会報　第１号

品
の
官
人
の
冕
は
「
青
珠
九
旒
」
と
さ
れ
て
お
り
、
北
魏
・
隋
の
開
皇
年
間
と
同
じ
く
、
皇
太
子
の
冕
の
旒
は
、
色
で
は
皇
帝
と
同
じ
で

あ
り
、
数
で
は
一
品
の
官
人
と
同
じ
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
つ
ま
り
唐
代
の
服
制
は
、
身
分
秩
序
に
お
け
る
皇
太
子
の
位

置
を
、
皇
帝
と
一
品
の
官
人
の
間
に
置
い
て
い
た
の
で
あ
る
。

尚
、
冕
の
色
と
同
じ
く
隋
代
に
変
え
ら
れ
た
皇
太
子
の
袞
冕
の
衣
に
つ
い
て
、
唐
代
の
制
は
改
定
後
の
「
玄
衣
」
を
継
受
し
て
い
る
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
唐
は
冕
の
旒
の
色
の
変
更
を
敢
え
て
継
受
し
な
か
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
即
ち
唐
は
、
皇
太
子
の
身
分
秩
序
上
の
位
置

を
王
や
三
公
な
ど
の
最
上
級
の
臣
下
と
同
等
に
置
く
と
い
う
隋
の
仁
寿
年
間
以
降
の
制
を
、
継
受
す
べ
き
で
は
な
い
と
判
断
し
た
の
で
あ

る
。
隋
の
仁
寿
年
間
以
降
に
お
け
る
服
制
に
よ
っ
て
表
現
さ
れ
た
皇
太
子
の
身
分
秩
序
上
の
位
置
付
け
は
、
非
常
に
特
殊
な
も
の
で
あ
っ

た
と
評
価
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

三
、
宮
臣
に
よ
る
「
称
臣
」

前
章
に
お
い
て
、
皇
太
子
楊
広
自
身
の
請
い
に
よ
る
礼
制
上
の
皇
太
子
の
権
威
の
引
き
下
げ
の
う
ち
、
章
服
を
降
す
こ
と
に
つ
い
て
論

じ
た
。
本
章
で
は
、
残
る
一
つ
の
宮
臣
が
皇
太
子
に
対
し
て
「
称
臣
」
し
な
い
と
さ
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
考
察
を
加
え
た
い
。

「
称
臣
」
と
い
う
行
為
が
持
つ
意
味
に
つ
い
て
は
、
既
に
尾
形
勇
氏
の
研
究
に
よ
っ
て
多
く
の
こ
と
が
解
明
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
内
容
を

ま
と
め
る
と
、
以
下
の
三
点
に
集
約
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

一　

「
称
臣
」
と
は
「
称
臣
名
」
の
こ
と
で
、「
臣
」
と
自
称
し
、
自
ら
の
姓
を
言
わ
ず
、「
名
」
の
み
を
称
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
先
秦

時
代
に
は
皇
帝
以
外
の
者
に
対
し
て
も
「
称
臣
」
が
行
わ
れ
た
が
、
漢
代
か
ら
そ
の
対
象
が
皇
帝
の
み
へ
と
絞
ら
れ
、
武
帝
期
以

降
に
は
、
皇
帝
以
外
に
「
称
臣
」
し
て
処
刑
さ
れ
た
例
も
あ
っ
た
。

二　

「
臣
」
と
は
、
も
と
は
隷
属
民
（
奴
）
の
こ
と
で
、「
称
臣
」
す
る
こ
と
は
主
奴
の
関
係
に
も
比
す
べ
き
隷
属
性
が
あ
る
こ
と
を
表

し
た
。「
称
臣
名
」
と
姓
を
言
わ
な
い
こ
と
は
、
無
姓
の
も
の
と
し
て
自
ら
の
「
家
」
を
持
ち
え
な
い
奴
婢
身
分
で
あ
る
こ
と
の
擬

制
的
表
現
で
も
あ
っ
た
。

三　



皇
帝
が
祭
祀
を
行
う
際
に
、「
称
臣
」
す
る
か
否
か
は
、
そ
の
祭
祀
の
評
価
に
ま
で
連
な
る
こ
と
で
あ
り
、
皇
帝
を
頂
点
に
置
く
君

（
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）
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臣
関
係
の
そ
の
秩
序
化
に
当
た
っ
て
「
称
臣
」
と
い
う
こ
と
が
果
た
し
た
効
力
あ
る
役
割
は
十
分
に
伺
え
る
。

こ
の
よ
う
な
尾
形
氏
の
説
を
参
考
に
す
る
と
、
皇
太
子
楊
広
に
対
し
て
宮
臣
が
「
称
臣
」
し
な
く
な
っ
た
こ
と
は
、
礼
制
上
、
皇
太
子

と
宮
臣
の
間
の
君
臣
関
係
が
解
消
さ
れ
た
こ
と
を
意
味
す
る
と
言
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。

唐
初
に
お
い
て
、
太
宗
李
世
民
が
、
玄
武
門
の
変
で
打
倒
し
た
皇
太
子
李
建
成
の
宮
臣
を
、
自
己
の
家
来
と
し
て
重
用
し
た
こ
と
が
、

異
例
の
こ
と
と
し
て
取
り
立
て
て
論
じ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
こ
の
時
代
、
皇
太
子
と
宮
臣
の
関
係
は
密
で
あ
る
の
が
普
通
で
あ
っ
た
。
宮

臣
は
皇
太
子
の
股
肱
の
臣
で
あ
り
、
皇
太
子
に
と
っ
て
重
要
な
権
力
基
盤
の
一
つ
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
中
で
、
少
な
く
と

も
礼
制
上
、
皇
太
子
と
宮
臣
と
の
君
臣
関
係
を
解
消
し
た
こ
と
は
、
皇
太
子
が
自
ら
の
権
力
基
盤
を
放
棄
し
た
に
等
し
い
こ
と
で
あ
る
と

言
う
こ
と
が
で
き
る
。

で
は
、
こ
の
よ
う
な
、
宮
臣
が
皇
太
子
に
対
し
て
「
称
臣
」
し
な
い
と
い
う
制
は
、
そ
の
後
定
着
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
唐
代
に
お
け

る
「
称
臣
」
を
規
定
し
て
い
た
唐
儀
制
令
復
旧
3
条
は
、
開
元
七
年
令
と
開
元
二
十
五
年
令
の
条
文
が
以
下
の
よ
う
に
復
元
さ
れ
て
い
る
。

　



諸
皇
太
子
已
下
、
率
土
之
内
、
於
皇
帝
、
皆
称
臣
。
皇
后
以
下
、
率
土
之
内
、
於
皇
帝
・
太
皇
太
后
・
皇
太
后
、
皆
称
妾
。
六
宮
已

下
率
土
婦
人
、
於
皇
后
、
皆
称
妾
。
百
官
上
疏
於
太
皇
太
后
・
皇
太
后
・
皇
后
、
称
殿
下
。
自
称
皆
曰
臣
。
百
官
及
東
宮
官
、
於
皇

太
子
、
皆
称
殿
下
、〈
上
啓
・
表
同
、〉
百
官
自
称
名
、
宮
官
自
称
臣
。

こ
の
条
文
は
、

　

ⅰ　

皇
帝
以
外
全
て
の
男
性
は
、
皇
帝
に
対
し
「
称
臣
」
す
る
。

　

ⅱ　

皇
后
以
下
の
全
女
性
は
、
皇
帝
と
太
皇
太
后
・
皇
太
后
に
対
し
て
「
称
妾
」
す
る
。

　

ⅲ　
「
六
宮
已
下
率
土
婦
人
」
は
、
皇
后
に
対
し
て
「
称
妾
」
す
る
。

　

ⅳ　

群
臣
は
、
三
后
に
対
し
て
「
殿
下
」
と
称
し
、「
臣
」
を
自
称
す
る
。

　
ⅴ　

群
臣
・
宮
臣
は
、
皇
太
子
に
対
し
て
「
殿
下
」
と
称
し
、
群
臣
は
「
名
」
と
自
称
、
宮
臣
は
「
臣
」
と
自
称
す
る
。

と
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
う
ち
、
ⅰ
ⅱ
ⅲ
に
お
け
る
皇
帝
・
皇
后
に
対
す
る
「
称
臣
」
の
あ
り
方
は
、
皇
帝
と
皇
后
が
天
下
の
治
世
を
分
担
し
、
皇
后
が
家

庭
・
婦
人
・
子
供
な
ど
の
諸
問
題
に
関
す
る
内
治
を
預
か
る
と
い
う
皇
后
内
治
制
の
存
在
を
表
し
て
い
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
本

（
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稿
で
注
目
し
た
い
の
は
群
臣
・
宮
臣
の
皇
太
子
に
対
す
る
自
称
で
あ
る
。
ⅴ
に
ま
と
め
た
通
り
、
唐
令
で
は
宮
臣
は
皇
太
子
に
対
し
て
「
称

臣
」
す
る
と
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
り
、
そ
こ
で
は
皇
太
子
と
宮
臣
の
間
の
君
臣
関
係
が
表
現
さ
れ
て
い
た
。
つ
ま
り
、
皇
太
子
楊
広
の
請

い
に
よ
る
宮
臣
に
よ
る
皇
太
子
へ
の
「
称
臣
」
の
停
止
、
即
ち
皇
太
子
・
宮
臣
間
の
君
臣
関
係
の
解
消
と
い
う
隋
の
制
度
を
、
唐
は
継
受

し
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

ま
た
唐
代
の
「
称
臣
」
に
つ
い
て
は
、「
一
、
皇
太
子
受
賀
」
に
お
い
て
、『
大
唐
開
元
礼
』
に
お
け
る
皇
帝
へ
の
朝
賀
儀
礼
で
は
賀
の

文
言
の
中
に
「
称
臣
」
が
含
ま
る
と
さ
れ
た
一
方
で
、
皇
太
子
受
賀
儀
礼
に
お
い
て
は
、
群
臣
・
宮
臣
か
ら
の
賀
の
文
言
の
何
れ
の
中
に

も
、
そ
れ
が
な
い
と
さ
れ
て
い
た
と
の
指
摘
が
あ
る
こ
と
を
述
べ
た
。
こ
こ
ま
で
の
「
称
臣
」
に
関
す
る
考
察
を
ふ
ま
え
る
と
、
こ
の
こ

と
は
、
受
賀
儀
礼
に
お
い
て
、
皇
太
子
と
宮
臣
の
間
に
君
臣
関
係
が
な
い
と
さ
れ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
先
に
考

察
し
た
通
り
、
皇
帝
へ
の
群
臣
か
ら
の
朝
賀
と
皇
太
子
へ
の
宮
臣
か
ら
の
朝
賀
は
、
い
ず
れ
も
朝
賀
を
受
け
る
側
と
称
す
る
側
の
君
臣
関

係
を
表
現
す
る
儀
礼
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
中
で
、
皇
太
子
へ
の
賀
の
文
言
の
中
に
は
「
称
臣
」
が
な
い
と
さ
れ
た
こ
と
は
、

座
の
向
き
と
と
も
に
、
そ
れ
が
皇
帝
と
皇
太
子
の
格
差
を
表
現
す
る
手
段
と
さ
れ
た
た
め
で
あ
ろ
う
。
皇
帝
と
皇
太
子
は
、
共
に
そ
れ
ぞ

れ
群
臣
・
宮
臣
の
君
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
重
み
は
大
き
く
違
う
も
の
と
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に

以
上
、
三
章
に
わ
た
っ
て
、
隋
代
の
皇
太
子
受
賀
・
章
服
・
称
臣
に
つ
い
て
考
察
を
加
え
て
き
た
。
少
々
煩
雑
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
の

で
、
こ
こ
で
そ
の
結
果
を
整
理
し
た
い
。

①　

皇
太
子
受
賀

　

　

北
周
で
は
皇
太
子
は
南
面
し
て
宮
臣
か
ら
の
朝
賀
を
受
け
て
い
た
が
、
そ
れ
は
皇
太
子
・
宮
臣
間
の
君
臣
関
係
を
表
現
す
る
儀
礼

で
あ
っ
た
。
一
方
、
北
周
と
敵
対
し
て
い
た
北
斉
で
は
、
皇
太
子
は
西
面
し
て
宮
臣
か
ら
の
賀
を
受
け
る
と
さ
れ
て
い
た
。

　

　

隋
は
北
斉
の
制
度
を
参
考
に
礼
制
を
整
備
し
た
が
、
皇
太
子
楊
勇
は
、
北
周
の
故
事
を
参
考
に
、
南
面
し
て
群
臣
か
ら
の
賀
を
受

け
る
儀
礼
を
新
た
に
開
催
し
、
皇
太
子
の
権
威
を
上
昇
さ
せ
た
。
し
か
し
、
皇
帝
が
南
面
し
て
群
臣
か
ら
の
朝
賀
を
受
け
る
儀
礼
に

（
31
）
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酷
似
す
る
こ
の
儀
礼
の
開
催
は
文
帝
に
受
け
入
れ
ら
れ
ず
、
群
臣
か
ら
賀
を
受
け
る
こ
と
は
禁
止
さ
れ
、
皇
太
子
は
西
面
し
て
宮
臣

か
ら
の
み
賀
を
受
け
る
と
さ
れ
た
。
ま
た
、
こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、
文
帝
は
楊
勇
を
疑
う
よ
う
に
な
り
、
後
に
廃
太
子
し
た
。

　

　

唐
代
に
な
る
と
、
皇
太
子
は
西
面
し
て
宮
臣
か
ら
の
朝
賀
を
受
け
る
と
さ
れ
、
両
者
の
君
臣
関
係
が
表
現
さ
れ
た
。
ま
た
、
群
臣

か
ら
の
賀
を
受
け
る
儀
礼
も
開
催
さ
れ
た
が
、
そ
れ
は
両
者
の
君
臣
関
係
を
表
す
儀
礼
で
は
な
か
っ
た
。

②　

皇
太
子
の
章
服

　

　

冕
の
旒
に
つ
い
て
、
北
魏
で
は
皇
帝
は
白
珠
十
二
旒
、
皇
太
子
は
白
珠
九
旒
、
公
卿
の
上
公
は
青
珠
九
旒
と
さ
れ
て
い
た
。
こ
れ

は
、
身
分
秩
序
に
お
け
る
皇
太
子
の
地
位
が
、
皇
帝
と
公
卿
以
下
群
臣
と
の
間
に
位
置
す
る
こ
と
を
表
現
す
る
制
度
で
あ
っ
た
。

　

　

こ
の
北
魏
の
制
は
、
北
斉
、
そ
し
て
隋
へ
と
継
受
さ
れ
、
隋
で
は
当
初
、
皇
帝
の
冕
は
白
珠
十
二
旒
、
皇
太
子
は
白
珠
九
旒
、
王
・

国
公
・
開
国
公
・
三
公
は
青
珠
九
旒
と
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
楊
勇
が
廃
太
子
さ
れ
、
楊
広
が
立
太
子
す
る
と
、
文
帝
の
信
頼
を

得
る
た
め
に
皇
太
子
の
権
威
を
下
げ
よ
う
と
し
た
楊
広
の
請
い
に
よ
っ
て
、
皇
太
子
の
白
珠
九
旒
は
王
ら
と
同
じ
青
珠
九
旒
に
改
め

ら
れ
た
。
こ
れ
は
、
皇
太
子
の
身
分
を
、
群
臣
の
最
上
位
の
者
と
並
ぶ
地
位
に
低
下
さ
せ
る
改
制
で
あ
っ
た
。

　

　

唐
代
に
な
る
と
再
び
皇
太
子
の
冕
は
白
珠
九
旒
に
戻
さ
れ
、
服
制
に
よ
っ
て
表
現
さ
れ
る
皇
太
子
の
身
分
秩
序
上
の
位
置
は
、
皇

帝
と
群
臣
の
間
に
戻
さ
れ
た
。

③　

称
臣

　

　

隋
で
は
当
初
、
宮
臣
は
皇
太
子
に
臣
を
自
称
す
る
と
さ
れ
て
い
た
が
、
楊
広
が
皇
太
子
に
な
る
と
、
こ
れ
に
つ
い
て
も
禁
止
さ
れ

た
。
こ
の
こ
と
は
、
礼
制
上
、
皇
太
子
と
宮
臣
の
君
臣
関
係
を
解
消
す
る
こ
と
を
意
味
し
、
皇
太
子
の
権
力
基
盤
を
奪
う
こ
と
に
つ

な
が
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　

　

唐
に
な
る
と
再
び
、
宮
臣
は
皇
太
子
に
臣
を
自
称
す
る
と
さ
れ
、
皇
太
子
と
宮
臣
の
君
臣
関
係
が
復
活
せ
ら
れ
た
。

隋
・
唐
代
の
皇
太
子
に
つ
い
て
は
、
隋
の
文
帝
の
皇
太
子
楊
勇
、
煬
帝
の
皇
太
子
楊
昭
、
唐
の
高
祖
の
皇
太
子
李
建
成
、
太
宗
の
皇
太

子
李
承
乾
と
、
嫡
子
が
当
然
の
よ
う
に
皇
太
子
に
立
て
ら
れ
て
お
り
、
長
子
相
続
制
が
一
大
鉄
則
で
あ
っ
た
と
述
べ
る
説
が
あ
る
一
方
で
、

北
方
遊
牧
系
民
族
の
血
が
流
れ
る
隋
・
唐
の
王
室
に
は
長
子
を
正
嫡
と
す
る
漢
民
族
の
観
念
が
定
着
せ
ず
、
隋
の
煬
帝
、
唐
の
太
宗
・
高

宗
・
玄
宗
な
ど
、
長
男
が
皇
太
子
に
決
ま
っ
て
い
た
の
を
押
し
の
け
て
、
皇
太
子
そ
し
て
皇
帝
と
な
っ
た
例
が
散
見
さ
れ
、
ま
た
、
韋
后

（
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が
娘
の
安
楽
公
主
を
皇
太
女
に
し
、
女
か
ら
女
に
世
襲
す
る
空
前
絶
後
の
企
て
も
見
る
こ
と
が
で
き
る
な
ど
、
嫡
子
及
び
皇
太
子
の
地
位

は
不
安
定
な
も
の
で
あ
っ
た
と
述
べ
る
説
も
見
ら
れ
る
。

本
稿
で
考
察
を
加
え
た
開
皇
の
政
変
前
後
の
文
帝
と
皇
太
子
楊
勇
・
楊
広
と
の
関
係
は
、
隋
代
の
皇
太
子
が
、
皇
帝
の
一
存
に
よ
っ
て

簡
単
に
交
代
さ
せ
ら
れ
る
非
常
に
不
安
定
な
地
位
で
あ
り
、
そ
の
権
力
が
皇
帝
と
比
べ
格
段
に
弱
い
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
伺
わ
せ
る
。

で
あ
る
か
ら
こ
そ
、
長
子
と
し
て
皇
太
子
と
な
っ
た
楊
勇
は
、
皇
太
子
受
賀
儀
礼
の
開
催
に
よ
っ
て
皇
太
子
の
権
威
を
上
昇
さ
せ
る
こ

と
で
、
自
身
の
地
位
を
安
定
さ
せ
よ
う
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
そ
の
企
図
は
文
帝
に
よ
っ
て
阻
ま
れ
、
そ
の
信
頼
を
失
い
廃
太
子

さ
れ
た
の
で
あ
る
。

ま
た
、
同
様
の
理
由
に
よ
り
、
新
皇
太
子
の
楊
広
は
、
前
後
の
時
代
と
比
較
し
て
、
皇
太
子
の
権
威
を
特
に
低
い
も
の
と
す
る
礼
制
の

改
定
を
自
ら
望
む
こ
と
で
、
文
帝
の
信
頼
を
手
に
入
れ
、
少
し
で
も
自
己
の
地
位
を
安
定
さ
せ
よ
う
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
楊
広
の

試
み
は
成
功
し
、
仁
寿
四
年
（
六
〇
四
）
に
文
帝
と
対
立
す
る
ま
で
、
楊
広
は
安
定
し
て
皇
太
子
の
地
位
に
居
続
け
る
こ
と
が
で
き
た
の

で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
は
、
楊
広
個
人
の
地
位
の
安
定
を
守
る
改
制
で
あ
り
、
皇
太
子
の
権
威
や
権
力
を
上
昇
さ
せ
、
そ
の
地
位
を
制

度
的
に
安
定
さ
せ
る
こ
と
と
は
反
対
の
作
用
を
も
た
ら
す
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
そ
の
後
も
皇
太
子
の
地
位
は
不
安
定
な
も
の
で

あ
り
続
け
た
の
で
あ
る
。
仁
寿
四
年
に
病
床
に
あ
っ
た
文
帝
が
再
び
皇
太
子
の
交
代
を
図
っ
て
い
る
こ
と
は
、
隋
代
に
お
い
て
皇
太
子
が
皇

帝
に
よ
っ
て
簡
単
に
交
代
さ
せ
ら
れ
る
地
位
で
あ
り
続
け
た
こ
と
を
示
し
て
い
よ
う
。

唐
代
の
皇
太
子
に
つ
い
て
は
、
本
稿
で
詳
細
な
検
討
を
加
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
受
賀
儀
礼
・
章
服
・
宮
臣
か
ら
の
「
称
臣
」
に

つ
い
て
は
、
隋
の
開
皇
年
間
と
ほ
ぼ
同
様
の
制
で
あ
っ
た
こ
と
を
論
じ
た
。
同
時
期
の
皇
太
子
の
地
位
が
不
安
定
で
あ
っ
た
こ
と
を
考
え

る
と
、
唐
の
皇
太
子
も
制
度
上
安
定
し
た
地
位
を
得
る
に
は
至
っ
て
い
な
か
っ
た
と
の
見
通
し
を
持
つ
こ
と
が
で
き
よ
う
。

（
33
）
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注

（
1
）

文
帝
の
右
腕
と
し
て
名
高
い
高
熲
で
あ
る
が
、
子
の
高
表
仁
が
楊
勇
の
娘
を
娶
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
分
か
る
よ
う
に
、
皇
太
子
楊
勇
を
支

え
る
中
心
的
な
人
物
で
あ
っ
た
。

（
2
）
『
隋
書
』
巻
五
十
三　

史
万
歳
伝
。

（
3
）

『
隋
書
』
巻
四
十
五　

文
四
子
伝
。

（
4
）

王
壽
南
『
隋
唐
史
』（
三
民
書
局
、
台
北
、
一
九
八
六
年
）、
高
明
士
・
邱
添
生
・
何
永
成
・
甘
懷
真
編
著
『
隋
唐
五
代
史
（
增
訂
本
）』（
里

仁
書
局
、
台
北
、
二
〇
〇
六
年
）
な
ど
。

（
5
）

氣
賀
澤
保
規
『
中
国
の
歴
史
06　

絢
爛
た
る
世
界
帝
国　

隋
唐
時
代
』（
講
談
社
、
二
〇
〇
五
年
）
の
第
一
章
「
新
た
な
統
一
国
家
―
隋
王

朝
」。

（
6
）

宮
崎
市
定
『
隋
の
煬
帝
』（
中
央
公
論
社
、
一
九
八
七
年
）
な
ど
。

（
7
）

記
事
内
で
は
「
百
官
」・「
内
外
百
官
」。
史
料
で
は
、
他
に
「
群
臣
」・「
群
官
」
な
ど
の
語
で
示
さ
れ
る
が
、
本
稿
で
は
、「
群
臣
」
に
統
一

し
て
記
す
。

（
8
）

以
下
、
史
料
上
に
「
宮
臣
」・「
宮
官
」・「
東
宮
官
属
」
な
ど
と
出
て
く
る
東
宮
機
構
に
属
す
る
官
人
に
つ
い
て
は
、「
群
臣
」
に
対
応
す
る

「
宮
臣
」
の
語
で
統
一
し
て
記
す
。

（
9
）

『
大
唐
開
元
礼
』
に
つ
い
て
は
、『
大
唐
開
元
礼　

附
大
唐
郊
祀
録
』（
汲
古
書
院
、
一
九
七
二
年
）
を
参
照
し
た
。

（
10
）

「
受
群
臣
賀
」
儀
礼
の
次
第
ⅰ
・
ⅲ
及
び
「
受
宮
臣
朝
賀
」
儀
礼
の
次
第
ⅰ
・
ⅲ
。

（
11
）

「
受
群
臣
賀
」
儀
礼
の
次
第
ⅳ
・
ⅵ
・
ⅹ
及
び
「
受
宮
臣
朝
賀
」
儀
礼
の
次
第
ⅴ
。

（
12
）

儀
礼
は
「
国
家
の
観
念
的
秩
序
を
集
約
的
に
表
現
し
よ
う
と
し
て
人
為
的
に
編
成
さ
れ
た
も
の
」
で
あ
り
、
そ
の
「
巨
大
な
表
現
を
読
み
解

く
こ
と
に
よ
っ
て
、
わ
れ
わ
れ
は
、
国
家
の
支
配
層
自
ら
が
描
く
、
国
家
の
あ
る
べ
き
姿
、
そ
の
全
体
像
を
目
に
見
え
る
形
で
受
け
取
る
こ
と

が
で
き
る
」（
藤
森
健
太
郎
『
古
代
天
皇
の
即
位
儀
礼
』、
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
〇
年
）。
そ
の
他
、
儀
礼
研
究
を
政
治
史
の
ひ
と
つ
の
側
面
と

し
て
扱
い
、
儀
礼
の
も
つ
政
治
的
機
能
、
す
な
わ
ち
儀
礼
に
よ
っ
て
表
現
さ
れ
る
秩
序
を
解
明
す
る
古
瀬
奈
津
子
『
日
本
古
代
王
権
と
儀
式
』

（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
八
年
）
な
ど
。

（
13
）

藤
森
健
太
郎
「『
儀
式
』『
延
喜
式
』
に
お
け
る
皇
太
子
の
正
月
受
賀
儀
礼
に
つ
い
て
」（
同
『
古
代
天
皇
の
即
位
儀
礼
』、
吉
川
弘
文
館
、
二

〇
〇
〇
年
、
初
出
は
一
九
九
二
年
）。

（
14
）

『
大
唐
開
元
礼
』
巻
九
十
七　

皇
帝
元
正
冬
至
受
群
臣
朝
賀
。『
通
典
』
巻
第
七
十　

元
正
冬
至
受
朝
賀
で
は
、
こ
の
儀
礼
を
漢
の
高
祖
が
始
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め
た
と
す
る
。

（
15
）

そ
の
他
に
、
皇
太
子
受
賀
儀
礼
で
は
、
皇
帝
へ
の
朝
賀
と
は
違
い
蕃
客
が
参
加
す
る
こ
と
が
規
定
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
も
指
摘
す
る
。
こ

の
こ
と
は
、
唐
代
に
お
い
て
外
交
が
皇
帝
に
属
す
る
で
き
ご
と
で
あ
り
、
皇
太
子
が
そ
こ
で
役
割
を
果
た
す
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
な
か
っ
た

こ
と
を
推
測
さ
せ
る
。
皇
太
子
の
性
格
を
考
え
る
上
で
非
常
に
興
味
深
い
こ
と
で
あ
る
が
、
本
稿
の
内
容
か
ら
逸
れ
て
し
ま
う
の
で
、
ひ
と
ま

ず
後
考
を
期
し
た
い
。

（
16
）
『
隋
書
』
巻
十
二　

礼
儀
七
な
ど
。

（
17
）

『
隋
書
』
巻
二　

高
祖
紀
下
。
宮
崎
市
定
『
隋
の
煬
帝
』（
前
掲
注
６
）
な
ど
。

（
18
）

袞
服
と
は
龍
の
模
様
を
縫
い
と
り
し
た
礼
服
の
こ
と
（『
周
礼
』
巻
二
十
一
春
官
司
服
鄭
玄
注
）。

（
19
）

『
周
礼
』
巻
二
十
一　

春
官
司
服
の
鄭
玄
注
に
「
玄
は
衣
に
文
無
し
」
と
あ
る
。

（
20
）

頂
上
に
版
が
あ
り
、
後
が
高
く
、
前
が
低
い
冠
。
前
後
（『
釈
名
』
釈
首
飾
な
ど
）
ま
た
は
前
（『
周
礼
』
巻
二
十
一　

春
官
司
服
賈
公
彦
疏

な
ど
）
に
、
旒
と
呼
ば
れ
る
珠
玉
の
く
み
ひ
も
を
垂
ら
す
。

（
21
）

『
隋
書
』
巻
十
二　

礼
儀
七
に
「
乗
輿
袞
冕
、
垂
白
珠
十
有
二
旒
、
以
組
為
纓
、
色
如
其
綬
、
黈
纊
充
耳
、
玉
笄
。（
後
略
）」
と
あ
り
、
隋
代

の
皇
帝
の
袞
冕
は
白
珠
十
二
旒
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。

（
22
）

同
じ
く
『
隋
書
』
巻
十
二　

礼
儀
七
に
は
、
皇
帝
の
冕
は
十
二
旒
と
記
さ
れ
て
い
る
。
先
に
見
た
よ
う
に
皇
太
子
の
冕
は
九
旒
と
さ
れ
て
お

り
、
珠
の
数
に
つ
い
て
は
、
元
々
皇
帝
よ
り
三
つ
少
な
い
も
の
と
さ
れ
て
い
た
。
そ
れ
が
、
こ
の
時
、
長
さ
に
つ
い
て
も
皇
帝
よ
り
短
い
も
の

と
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

（
23
）

正
確
に
は
、
北
魏
が
東
魏
と
西
魏
に
分
裂
し
、
そ
の
う
ち
の
東
魏
を
簒
奪
す
る
こ
と
で
北
斉
が
成
立
し
た
。

（
24
）

仁
井
田
陞
『
唐
令
拾
遺
』（
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
六
四
年
）。
条
文
番
号
は
仁
井
田
陞
著
・
池
田
温
編
集
代
表
『
唐
令
拾
遺
補
―
附
唐

日
両
令
対
照
一
覧
―
』（
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
九
七
年
）
に
よ
る
。

（
25
）

曽
我
部
静
雄
『
日
中
律
令
論
』（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
六
三
年
）。

（
26
）

皇
帝
に
は
、
袞
冕
よ
り
も
更
に
格
上
に
当
た
る
装
束
と
し
て
、
天
神
地
祇
を
祀
る
際
に
服
す
る
大
袞
冕
と
う
も
の
が
存
在
し
た
。
そ
し
て
そ

の
装
束
の
冕
は
旒
が
な
い
と
さ
れ
、
更
な
る
差
別
化
が
な
さ
れ
て
い
た
（
唐
衣
服
令
復
旧
１
条
）。

（
27
）

尾
形
勇
『
中
国
古
代
の
「
家
」
と
国
家
』（
岩
波
書
店
、
一
九
七
九
年
）。

（
28
）

孟
憲
實
「
論
玄
武
門
事
變
後
對
東
宮
舊
部
的
政
策
―
從
《
張
弼
墓
誌
》
談
起
」（『
唐
研
究
』
第
十
七
集
、
北
京
、
二
〇
一
一
年
）

（
29
）

仁
井
田
陞
『
唐
令
拾
遺
』（
前
掲
注
22
）。

（
30
）

春
名
宏
明
「
太
上
天
皇
制
の
成
立
」（『
史
学
雑
誌
』
九
十
九
編
二
号
、
一
九
九
〇
年
）。
大
隅
清
陽
「
儀
制
令
と
律
令
国
家
―
古
代
国
家
の
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支
配
秩
序
―
」（
同
『
律
令
官
制
と
礼
秩
序
の
研
究
』、
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
一
年
、
初
出
は
一
九
九
二
年
）。

（
31
）

唐
の
永
徽
令
の
こ
の
条
文
を
継
受
し
た
日
本
の
大
宝
儀
制
令
３
皇
后
条
で
も
、
唐
令
と
同
様
に
群
臣
は
皇
太
子
に
名
を
自
称
し
、
宮
臣
は
臣

を
自
称
す
る
と
さ
れ
て
い
た
。
そ
れ
が
、
次
に
編
纂
さ
れ
た
養
老
令
で
は
、
率
土
之
内
、
即
ち
全
て
の
人
民
が
皇
太
子
に
臣
を
自
称
す
る
と
変

更
さ
れ
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
大
隅
清
陽
氏
が
、
大
宝
令
で
は
君
臣
関
係
を
定
め
た
規
定
で
あ
っ
た
同
条
文
が
、
養
老
令
で
は
天
皇
・
太
上
天

皇
、
太
皇
太
后
・
皇
太
后
、
皇
后
・
皇
太
子
、
率
土
之
内
と
い
う
四
つ
の
身
分
階
層
と
そ
の
上
下
関
係
を
定
め
た
条
文
に
変
化
し
た
た
め
で
あ

る
と
論
じ
て
い
る
（
大
隅
、
前
傾
注
28
）。
し
か
し
条
文
の
性
格
が
変
化
し
た
と
は
言
っ
て
も
、
現
象
と
し
て
は
、
皇
太
子
に
対
し
て
「
称
臣
」

す
る
者
が
宮
臣
の
み
か
ら
全
人
民
に
拡
大
さ
れ
た
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
新
た
に
皇
太
子
と
全
人
民
の
間
の
君
臣
関
係
を
構
築
さ
せ
る
意
味
を
持

つ
、
皇
太
子
の
権
威
を
上
昇
さ
せ
る
も
の
で
あ
っ
た
と
評
価
す
る
こ
と
も
で
き
よ
う
。

（
32
）

布
目
潮
渢
『
隋
唐
史
研
究
―
唐
朝
政
権
の
形
成
』（
東
洋
史
研
究
会
、
一
九
六
八
年
）、
布
目
潮
渢
「
隋
唐
帝
国
の
成
立
」（『
岩
波
講
座
世

界
歴
史
５　

東
ア
ジ
ア
世
界
の
形
成
Ⅱ
』、
岩
波
書
店
、
一
九
七
〇
年
）。

（
33
）

氣
賀
澤
保
規
『
中
国
歴
史
人
物
選　

第
４
巻　

則
天
武
后
』（
白
帝
社
、
一
九
九
五
年
）
の
第
三
章
「
玄
武
門
の
変
」
及
び
同
『
中
国
の
歴
史

06　

絢
爛
た
る
世
界
帝
国　

隋
唐
時
代
』（
前
掲
注
５
）
の
第
五
章
「
則
天
武
后
と
唐
の
女
た
ち
」。

（
34
）

松
浦
千
春
氏
が
、
皇
太
子
か
ら
の
即
位
と
皇
太
子
以
外
か
ら
の
即
位
と
の
間
に
生
ず
る
謁
廟
の
有
無
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
、
皇
太
子
が
皇

帝
に
「
臣
」
従
し
つ
つ
も
、
唯
一
「
公
」
的
な
「
子
」
と
し
て
皇
帝
を
模
倣
し
え
た
と
論
じ
て
い
る
よ
う
に
（
松
浦
千
春
「
漢
よ
り
唐
に
至
る

帝
位
継
承
と
皇
太
子
―
謁
廟
の
礼
を
中
心
に
―
」（『
歴
史
』
第
八
〇
輯
、
一
九
九
三
年
）、
皇
太
子
と
他
の
皇
族
と
を
比
較
す
る
と
、
皇
太

子
は
や
は
り
特
別
な
地
位
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
皇
太
子
と
他
の
皇
族
を
比
較
す
る
と
い
う
方
法
は
、
本
稿
に
な
い
視
点
で
あ
る

が
、
そ
れ
に
つ
い
て
は
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

（
35
）

そ
の
結
果
、
文
帝
は
逆
に
楊
広
に
よ
っ
て
殺
さ
れ
て
し
ま
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
（『
隋
書
』
巻
四
十
五　

文
四
子
伝
）。


